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--東側の小学校は令和11年・西側の小中学校は令和10年にTOGOなんです！--

こんにちは！ 村山市では、令和10年度から令和11年度にかけ、市の東西の小学校を統合する計画で
います。そこで、市民のみなさんに向け、その内容や進み具合などの情報をお届けするために、ニュー
スレター（通信）を発行することにいたしました。タイムリーに情報をお伝えするために、定期的に発
行する予定でおります。どのような情報がお知りになりたいか、是非、リクエストをお寄せください。

山形県村山市
教育委員会

村山市では、「よりよい教育環境」のもと学校教育が受けられるように、
常に、学校の「適正規模・適正配置」に配慮し学校運営を行っています。
昨年（令和６年５月）、検討会における答申をもとに、総合教育会議を

経て「小学校統合基本計画」がまとまり、その計画に基づき、現在、統合
に向けた準備を進めています。裏面に「統合基本計画」の要点（計画の３
本柱）をお示しします。（現時点での“修正”を加味）
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■小学校統合の考え方や進め方の
基本となる計画（令和６年５月策定）

市では、上記の「統合基本計画」に基づき、統合に向けた各種準備を進
めています。計画を円滑に進め、また、市民の意見を取り入れながら計画
を進めるため、市民委員からなる「統合準備委員会」を設置します。
令和６年7月に西学区で発足し、令和７年６月には東学区でも発足し、東

西両学区での準備委員会が整備されました。それぞれ令和10年4月、翌11年
4月の学校統合に向け、5つの部会を設置し準備を進めることとしています。
「準備委員会」は、市民の考えや声を計画に反映させる仕組みの一つで

す。また、決定プロセスも、広報等で公にしながら進める考えでいます。

TOP INFORMATION（2Topics)

要点は裏面表1参照

東部学区
準備委員会

令和７年6月発足

西部学区
準備委員会

令和６年７月発足

要点は裏面表2参照

統合
基本計画

■統合の準備を進める《推進母体となる組織》
～令和７年度の当初までに東西両学区で設置～

統合
準備委員会

むらやま

村山市
小学校統合

基本計画
～基本的3要件～

R6年５月

策定
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区分 東部地区
（楯岡中学校区）

西部地区
（葉山中学校区）

№ 基本的３要件
①場所 ②時期 ③形態

［対象校］
楯岡小・西郷小・袖崎小

［対象校］
大久保小・冨本小・戸沢小・富並小

1
小学校統合の

場所
～どこに～

〇現在の楯岡小学校の校舎に、
東部の小学校3校を統合する。

〇現在の葉山中学校の校舎に、
西部の小学校4校を統合する。
その際、葉山中学校の校舎を
活用し、必要な改修（リノベー
ション）を行い、対応する。

2 統合の時期
～いつ～

〇令和11年4月に、３校同時の
統合を目指す。

〇令和10年4月に、義務教育学
校の開校を目指す。

3
統合する学校の

形態
～どんな学校～

〇楯岡小学校に統合し開校する
小学校は 「従来型学校」（小学
校6年制）とする。
〇なお、楯岡中学校とは、さら
に連携を強化し、特徴や特色
ある教育を行うものとする。

〇小学校4校と葉山中学校とが
一体となった「義務教育学校」
※とする。

〇葉山中学校の 「教科教室制」
の特徴や葉山ならではの特色
のある教育を行うものとする。

№ 専門部会 調査・検討事項

1 総務部会 〇学校名称・校章・校歌・校訓 〇広報・情報発信 〇予算・進捗管理 〇その他

2 教育課程部会 〇教育課程編成〔カリキュラム〕等教育内容策定 〇学校運営方針・教育目標
〇学校行事・教職員研修・教職員交流 〇児童会運営 〇生徒指導・健康安全 〇その他

３ 学校運営部会 〇基本的学校運営 （学校給食・プール・備品・学校図書・文書保存・廃棄）

〇通学方法（スクールバス運行）・通学路・登下校時の安全対策
〇学童保育（＝放課後児童クラブ）運営 〇児童生徒の交流学習 〇その他

４ 地域連携部会 〇PTA組織運営・子供会育成会 （組織編成・規約・役員選出方法・運営計画等）
〇コミュニティスクール（学校運営協議会）、学校後援会等
〇学校歴史の継承、学校を核とした地域づくり
〇閉校及び開校記念事業・式典等 〇現校舎の利活用・学校敷地利用 〇その他

５ 校舎整備部会 〇小学校としての必要教室等設置（増築等含む）〇学校備品（主に大きな備品） 〇その他

表0-2-1. 準備委員会の設置要綱（要点）

表0-2-2.専門部会での検討事項 ～5つの専門部会～

1.目的・・・・・・・・統合を円滑に行うための準備・検討・調整
2.所掌事務・・・・・・①基本的事項、②開校準備、③必要な事項
3.組織・・・・・・・・住民代表・児童生徒保護者代表・子ども園等代表・小中学校代表（校長）等計20人
4.任期・・・・・・・・当該年度最終日まで/再任あり
5.委員長・副委員長・・委員互選で選出（各1名）
6.会議・・・・・・・・委員長が招集・半数以上の出席/過半数で可決
7.専門部会・作業班・・専門部会/作業班（東部/西部 各５つの部）/必要に応じ、分科会を設置
8.公開・9.秘密保持・・原則公開 10.庶務・・・・（事務局）学校教育課（学校統合推進室）

表0-1 統合基本計画の基本的3要件 「村山市の小学校の在り方」の答申を基にした計画

～総合教育会議後～ 【整理】 R6年.5月に総合教育会議を経てまとめられた （現時点修正後）

表0-2 統合準備委員会について（要点） ～設置要綱・専門部会での検討事項～

※「義務教育学校」のほか専門的な用語については次号以降で順次、解説を予定しています。

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）
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